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1 まえがき
一次放射器からの入射波を所望の方向に強く散乱する

構造として, 低姿勢なリフレクトアレーが注目されてい
る [1]. リフレクトアレーの設計手法として, 一次放射器
から素子への垂直入射電界に対する素子の散乱電界の位
相を用いる設計手法 [2], 斜め入射電界に対する素子の散
乱電界の位相を用いる設計手法 [3]があるが, いずれも
遠方界の入射を仮定していた. 本報告では, 起電力法を
用い, 近距離からの素子への入射電界を厳密に考慮して
線状素子リフレクトアレーを設計する手法を提案する.

2 起電力法による線状素子リフレクトアレーの設計
起電力法を用いると, 図 1 に示す線状ダイポール素子

間の相互インピーダンスは以下の式で表すことができる.

Zik = −
∫ yc+li

yc−li

Ey
I∗i sin k0(li − |y − yc|)
Ik sin(k0lk)I∗i sin(k0li)

dy (1)

ただし, Ey はリフレクトアレー素子 i への入射電界の
y 成分, lk, li はそれぞれ一次放射器と第 iリフレクトア
レー素子の素子長, ycは第 iリフレクトアレー素子の中
心の y座標である. また, Ik, Iiはそれぞれ一次放射器と
第 iリフレクトアレー素子の電流である. 提案設計法は,
一次放射器と線状リフレクトアレー素子間の相互結合を
(1)式で求める. (1)式では, 一次放射器からリフレクト
アレー素子への入射電界の角度を厳密に考慮している.
また, 相互結合が単積分で計算でき, リフレクトアレー
の設計時間が短いという利点がある.

3 設計例
提案設計法を用いて,ダイポール素子と寄生ダイポール

素子が混在したリフレクトアレーを設計した. (θ0, ϕ0) =
(10◦, 0◦)に主ビームが向くように設計した例を図 2に示
す. 設計したリフレクトアレーの散乱パターンを図 3に
示す. 所望の散乱方向である (θ0, ϕ0) = (10◦, 0◦) に主
ビームが向いていることが分かる. また, 設計に要した
時間は 600秒程度であった.

4 まとめ
起電力法を用いた線状素子リフレクトアレーの設計法

を提案し, その有効性を明らかにした.
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図 1 線状ダイポール素子間の相互インピーダンス.
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図 2 線状素子リフレクトアレーの設計例.90o
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図 3 線状素子リフレクトアレーの散乱パターン.
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